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「環境教育・環境保全活動・協働取組み」に関する      

アンケート調査 

＜民間団体・ＮＰＯ・ＮＧＯ等向け＞ 

 

 

 

 

 

 

平素から環境教育等の推進にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、レジ袋の無料配布の廃止等の県民総参加の環境保全活動などが評価され、本年５月に「Ｇ

７富山環境大臣会合」が開催されました。 

これを受け、県ではより一層、環境保全活動や環境教育等を推進するため、実態や課題を把握

する、アンケート調査を実施しますので、ご多忙のところ誠に恐縮に存じますが、調査にご協力

いただきますようお願い申し上げます。 

 

なお、ご回答頂いた内容はすべて統計処理し、個々の調査内容については公表いたしません。 

 

平成２８年１１月 

 

富山県生活環境文化部環境政策課 

 

 

 

 

 

＜調査票への記入について＞ 
 

 

●回答は、主にあてはまる番号に○をつけていただく形式です。文末に括弧書きで、「１つ選

択」「複数選択可」と○の数を指定しています。その数にしたがってください。 

●回答の中で「その他」を選んだときは、その内容を具体的に記入してください。 

●調査についてのお問い合わせは、下記へお願いいたします。 

 

 

富山県 生活環境文化部 環境政策課 企画係 担当：塚本 

電 話：０７６－４４４－３１４１ 

 ＦＡＸ：０７６－４４４－３４８０ 

    ＭＡＩＬ：akankyoseisaku@pref.toyama.lg.jp  

 
 
 

１１月３０日（水）までに 
 

メール又はＦＡＸにてご返信ください。 

参考資料６－３ 

mailto:akankyoseisaku@pref.toyama.lg.jp
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富山県生活環境文化部環境政策課 あて （ＦＡＸ：076-444-3480） 
「環境教育・環境保全活動・協働取組み」 

地域活動団体アンケート調査票 

 

団体名 

  
担当者職・氏名  

TEL 
 

会員数 
 

E-mail 
 

 
当てはまる数字に○、あるいは具体的な内容を記述してください。 
 
問１ 貴団体では、平成２７年度に、環境保全活動や環境教育に関する活動を行いましたか。 

（１つ選択） 
   ※環境保全の分野は問２をご覧下さい。 
 

1．行っている。 
2．行っていない。  

 
 
問２ 貴団体の環境保全活動や環境教育に関する主たる活動分野は何ですか。（複数選択可） 
 

1． 限定せず環境保全全般 

2． 森林の保全、緑化 

3． 自然保護・自然体験 

4． 大気保全（地球規模を除く） 

5． 地球温暖化防止・エネルギー 

6． 水質保全 

7． 土壌環境保全 

8． 地下水保全・地盤沈下防止 

9． リサイクル・廃棄物対策 

10． エコビジネス 

11． 騒音・振動・悪臭対策 

12． 有害化学物質削減 

13． 美化清掃 

14． 野生生物保護 

15． その他（             ） 

 
 
問３ 貴団体の主たる活動形態（実施手段）は何ですか。（複数選択可） 
 
   1．環境保全の実践活動 
   2．各主体の取組みの支援・相談 
   3．各主体の取組みの調整・仲介 
   4．各主体の取組みの評価 
   5．普及啓発・情報提供  
   6．環境教育・環境学習 
   7．調査研究 
   8．政策提言 
   9．その他（             ） 
 
 
 
 
 
 
 
 

→ 問２へ 

→ 問５へ 
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問４ 貴団体で、平成２７年度に実践した環境保全活動や環境教育のうち、特に力を入れているも
のについて、下記にご記入ください。 

 

 
 
問５ 環境保全活動や環境教育を実践する際に課題と思っていることは何ですか。（複数選択可） 
 

1. 取組み時間の不足 
2. 指導者の不足 
3. 教材・学習プログラム、啓発資料等の不足 
4. 他団体の取組みなどの情報の不足 
5. 地域団体や企業など連携する相手方が見つからない 
6. 活動の場がない 
7. その他（              ） 

 
 
問６ 貴団体が環境保全活動や環境教育を推進するために県や市町村に支援を期待することは何

ですか。（複数選択可） 
 
 1．指導者等の人材の育成 

   2．教材・学習プログラム、啓発資料等の作成・配布 
   3．相談・コーディネート機能の充実 

4．活動拠点の整備・充実等 
   5．環境情報の収集・提供 
   6．学校、NPO、企業、行政、住民などのパートナーシップのためのネットワークづくり 
   7．体験の機会の場の認定等の制度の整備 
   8．その他（              ） 
 
 
問７ 貴社で、平成２７年度に、環境保全活動や環境教育を実施する際、団体等と連携をとり行い

ましたか。（１つ選択） 
   ※団体等の具体的な例は問７をご覧下さい。 
 

1．行っている。 
2．行っていない。  

 
 
問８ 貴団体で環境保全活動や環境教育を実践するにあたり連携をとっている相手方はどこです

か。（複数選択可） 
 
1．地域（の団体） 
2．学校 
3．行政 
4．市民活動団体 
5．他の企業、事業所 
6．海外の市民や団体、企業等 
7. その他（具体的内容：                 ） 

 
 
 

項目 
（問２の 

 番号を記入） 
活動内容 参加者数 

   

   

   

   

   

→ 問８へ 

→ 問 11 へ 
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問９ 問７で回答した団体等との連携のきっかけは何ですか。（複数選択可） 
 
1．団体側から依頼した 
2．行政機関に紹介してもらった 
3．地域や学校等から申し入れがあった 
4．不明 
5．その他（                        ） 
 
 

問 10 連携している団体等の数について、概ね５年前と比べ変化はありますか。（１つ選択） 
 
1．連携している団体等が増えている。 
2．連携している団体等が減っている。 
3．連携している団体等の数に変化はない。 
4．不明 

 
 
問 11 団体等と連携して環境保全活動を実施されたいと思いますか。（１つ選択） 
 
    1．はい 
    2．いいえ （理由：                       ） 
    3．わからない 

 
 
問 12 団体等と連携する際の課題は何ですか。（複数選択可） 

     
1．連携先の地域等や協力してくれる指導者を見つけること 

    2．具体的な環境教育、環境保全活動の内容の調整 
    3．交通費や教材の作成等に要する費用 

4．打合せなどに要する時間の確保 
    5．その他（                           ） 
 

 

＊その他、環境保全活動や環境教育に関するご意見・ご提案などご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


